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研究成果の概要（和文）：光と物質との強い相互作用の実現は、超低消費電力レーザー、高効率波長変換素子、
単一光子源などを実現するために重要である。そのために、本研究では、おもに、1. 時間領域差分(FDTD)法を
用いた構造計算、2. 高精細集束イオンビーム装置を用いた、Q値4000を超えるナノ光ファイバブラッグ共振器
（局所的に直径を数百ナノメートルまで細くしたナノ光ファイバに共振器構造を埋め込んだもの）の作製、3. 
高精細集束イオンビーム装置を用いた高純度ダイヤモンド基板上へのナノ微細加工を行った。

研究成果の概要（英文）：Realization of strong interaction between light and matter is important for 
realizing ultra low threshold lasers, high efficient wavelength converters, single photon sources 
and so on. Therefore, in this research, we have performed 1. calculation of cavity structure using 
time domain difference (FDTD) method, 2. fabrication of nano optical fiber Bragg resonator exceeding
 Q value 4000 using a helium ion microscope, and 3. nano-fabrication on high purity diamond 
substrates using the helium ion microscope. 

研究分野：量子光学

キーワード： 微小共振器　ダイヤモンド
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により得られたナノ光ファイバブラッグ共振器は、原理的に、単一発光体から発生した光子を、80％を超
える効率でシングルモード光ファイバへ結合させることが可能である。それにより、超低消費電力レーザーや高
効率波長変換素子などへの光デバイスへの応用が期待できる。また、光子を用いた量子コンピュータや量子ネッ
トワークを実現するために重要な、高効率単一光子源、量子位相ゲート、量子メモリなどへの応用も考えられ
る。さらに、コンタミネーションが極めて小さい高精細集束イオンビーム装置によるダイヤモンド基板の加工技
術は、光共振器だけでなく、ナノエレクトロニクスやナノメカトロニクスへの応用も考えられる。
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図 1 ナノ光ファイバ共振器の走査イオン

顕微鏡像。 

１．研究開始当初の背景 
近年、エネルギー変換効率が高い超低閾値レーザーなどの光デバイスや、単一光子源などの
次世代の量子情報デバイスを実現するため、光と物質とを強く相互作用させたシステムの開発
が注目を集めている。この光と物質との強い相互作用を実現するシステムのひとつが、光の波
長程度の大きさの光共振器（微小共振器）である。可視光域で微小共振器を作製する場合、従
来、石英ガラスが用いられてきた。しかし、石英ガラスは、①フォノンによる損失が大きいた
め、発光効率が結晶よりも低下しやすいという問題、②励起状態のコヒーレンスが結晶よりも
緩和しやすい（デコヒーレンスの影響が大きい）という問題、③非線形性が小さい物質のため、
非線形デバイスへの応用が困難という問題がある。新しい光物理の発現や、より高性能なデバ
イスを実現するには、発光効率が高く、かつ、デコヒーレンスの影響が小さく、さらに、非線
形性が大きい物質を用いて共振器を作製し、光と長時間相互作用させる必要がある。 
そのため、石英ガラスに変わる材料として、ダイヤモンドに注目した。ダイヤモンドは、紫
外域から赤外域まで透明、かつ、不純物ドープにより様々な波長での発光が可能である。また、
窒素欠陥(NV)中心に代表されるように、一部の不純物欠陥の発光は、発光効率が高く、かつ、
デコヒーレンスの影響が小さい。さらに、ダイヤモンドは非線形性が極めて大きい。 
そこで、ダイヤモンドの性能を引き出し、光とより強く相互作用させ、従来の性能を凌駕す
る新規デバイスを実現するには、バルクダイヤモンド単結晶を高精度の微細加工装置で加工し、
高 Q値ダイヤモンド微小共振器を作製する必要があると考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、超低閾値レーザー、高効率波長変換素子、また、単一光子源などの新規デバイ
スを実現するため、高精細集束イオンビーム装置を用いて、ダイヤモンド結晶中に微小共振器
を加工することを目的とする。研究では、以下の項目について研究を行った。 

A. 時間領域差分法(FDTD)を用いた共振器の構造設計 
B. 高精細集束イオンビーム装置を用いた加工条件の探索 
C. 高精細集束イオンビーム装置によるダイヤモンドへのナノ微細加工 

 
３．研究の方法 
高 Q値ダイヤモンド微小共振器を実現するため、以下の方法を用いて研究を行った。 
A. FDTDを用いた共振器の構造設計 
市販のソフトウエア（Lumerical FDTD solutions）を用い、ダイヤモンドを用いた共振
器について計算を行った。 

B. 高精細集束イオンビーム装置を用いた加工条件の探索 
加工条件を探索するため、高精細集束イオンビーム装置を用いて、金属やガラス（ナノ
光ファイバ）上に微細構造を作製した。 

C. 高精細集束イオンビーム装置を用いたダイヤモンドの加工 
ダイヤモンド単結晶上に、高精細集束イオンビーム装置を用いて微細構造の作製を行っ
た。また、高精細集束イオンビーム装置で加工中に発生するチャージアップの抑制を狙
い、ナノ光ファイバ上に酸化インジウムスズ（ITO）薄膜のコーティングを試みた。 

 
４． 研究成果 

A. 時間領域差分法(FDTD)を用いた共振器の構造設計 
厚さ数百ナノメートルのダイヤモンド薄膜上に二組のグレーティングからなる共
振器をつけた共振器と、光を導入するためのナノ光ファイバとのカップリングにつ
いて計算を行った。その結果、直径 300 nmのナノ光ファイバとダイヤモンドでは、
実効屈折率が大きく異なるため、ナノ光ファイバの透過率が著しく減少することが
わかった。 

B. 高精細集束イオンビーム装置を用いた加工条件の探索 
 予備実験として、高精細集束イオンビーム装置を用いてアルミニウム基板上に、周期構
造の作製を行った。その結果、加工時の視野（FOV）を 200 m程度に広げても、設計
通りナノメートルオーダーでの加工が可能なことがわかった。 
 また、関連する研究として、高
精細集束イオンビーム装置を用い
て、ナノ光ファイバ上に共振器構
造の作製を行った。図 1に、イオ
ンビームをナノ光ファイバの情報
から周期的に照射することで作製
した、ナノ光ファイバ共振器
（NFBC）の操作イオン顕微鏡像
を示す。周期的な溝からなるブラ
ッググレーティングが間隔をあけ
て二組形成できることがわかった。 
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図 2 作製した NFBCの透過スペクトル 

 
図 3 加工したダイヤモンド基板

の走査イオン顕微鏡像 

 
図 4 ITOコートした NFBCの走査イオン顕微鏡像 

 次に、作製した NFBC の透過スペクトルを測定した。図 2 に、160 周期のブラッ
ググレーティングを持つ NFBC の透過スペクトルを示す。ストップバンドの中に、
ひとつの共鳴ピークが観測された。このピークの線幅は 1.5 nmであり、共振器の Q
値 450に対応している。この Q値
は、同じ周期の NFBC をガリウム
イオンを用いた集束イオンビーム
装置で作製した場合よりも、1.5倍
程度大きい。このことから、高精
細集束イオンビーム装置を用いる
ことで、Q 値の向上に成功したこ
とがわかった。さらに、走査イオ
ン顕微鏡像から推定したパラメー
タを用い、FDTD 法を用いて共鳴
スペクトルを計算したところ、実
験結果とほぼ一致するスペクトル
が得られた。 
 さらに、Q値を向上させるため、
グレーティングの周期を 320、およ
び、640 に増やした NFBC を作製
した。320周期の時の Q値は 1750
となり、640 周期の時の Q 値は、
4170となった。この Q値は測定に用いた分光器の分解能によって制限された値であ
る。そのため、実際の Q値は 4170以上であ
ると推測される。このように、高精細集束
イオンビーム装置を用いることで、Q 値を
向上できたのは、加工時の分解能が高いこ
とに加え、加工中のサンプルの汚染の影響
が極めて小さいためである。 

C. 高精細集束イオンビーム装置を用いたダイ

ヤモンドの加工 
 図 3 に、高精細集束イオンビーム装置を
用いて微細加工を行ったダイヤモンド基板
の走査イオン顕微鏡像を示す。図中の中央
部分がビームを打ち込んだ部分である。ま
た、表面の縞模様は加工時のチャージアッ
プを防ぐためにコートした金薄膜の影響で
ある。図からわかるようにイオンを注入し
た部分には穴が形成されたが、その周りの
部分に膨らみが観測された。これは、シリ
コン基板でも見られるように、ヘリウムイ
オンを打ち込むことにより、
結晶中でバブリングが発生
したためである。  
このバブリングのため、
ヘリウムイオンを用いて設
計通りのナノ微細光像をダ
イヤモンド上に作製するこ
とは困難なことがわかった。 
高精細集束イオンビーム
装置で加工中に発生するチャージアップの抑制を狙い、ITO 薄膜のコーティングを試み
た。図 4に、ITO薄膜をコートした後、加工を行ったNFBCの走査イオン顕微鏡像を示
す。加工時のチャージアップが抑制されているため、正確に周期構造が加工されている
ことがわかる。また、 
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